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（1）　学校の概要、目標及び計画

《　概要　》

学校名 専門学校　九州デザイナー学院
校長名 藤　弥生
設置者 学校法人　Adachi学園
代表職氏名 理事長　安達　暁子
学校所在地 福岡市博多区博多駅前3-8-24

専門学校 九州デザイナー学院（以下、本校という）は学校法人Adachi学園（以下、本学園という）創立者で初代
理事長 安達建之助の「建学の理念」に則り、「グラフィックデザイン学科」「ファッション学科」「インテリア
デザイン学科」「ゲーム・CG学科」「総合デザイン学科」「フィギュアデザイン学科」「イラストレーション学
科」「マンガ学科」「アニメーション学科」の9学科を設置する文化・教養の総合専門学校です。

《　沿革　》

昭和43年　東京デザイナー学院・九州校として開校
昭和58年　学校法人 九州安達学園の認可
　 　　　　専門学校 九州デザイナー学院（デザイン専門課程・映像音響専門課程として学科設置）
平成  9年   専門学校 九州ビジュアルアーツ開校 （専門学校 九州デザイナー学院より分離独立）
平成28年　デザイン専門課程より文化・教養専門課程に変更
平成29年　学校法人 Adachi学園と法人名変更（全国の学園グループ法人統一）

《　学校の理念・ビジョン　》

本学園の教育理念では「ひとりでも多くの学生に心のふれあいと、あらゆる技術を向上させ、最大の満足を提供
する。そして学園の繁栄、職員の幸福、地域社会への貢献をめざす。」と定めています。また、本学園のビジョン
として「産学協同で活性化された学園組織の構築」を掲げることで、本校が取り組む「実践授業」が、職業実践と
直結したものとなっております。

《　学校の特色　》

本校の特色としては、本学園内に隣接する３校の姉妹校を有し、お互いの学校の専門性を活かしながらコラボレ
ーションを通じて、コミュニケーション能力の向上がはかれる企業環境を自然に創出しているところです。

《　教育目標　》

教育基本法及び各法令に基づき、専門知識及び技術を享受して、学科ごとに異なる目標と進路を設定することに
より、グラフィック・インテリア・マンガ・ファッションなどの職業教育に取り組むことで、より良い社会を
創造できる人を育て、各業界で活躍できる人材を育成します。

《　運営方針　》

立案としては、教育に関わる学校計画は教育部門の「学務部」、学園全体の予算計画を「事務局」、広報活動の
計画を「入試広報部」から持ち寄り、この３部門の意見を交えた上で出された方針を基に、本学園の理事会での
審議を受け、意思決定されたものが学校運営に活かされています。運営方針については各年度当初に開催される
理事会で学園の運営方針が決定され、教職員に周知されます。運営方針に沿った各業務や教育活動が遂行され、
報告、随時見直し検討がなされていきます。
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《　授業計画　》
年度開始前に、カリキュラム会議にて学校長、キャリア長、学務責任者、学科長および授業担当者で２年間の教
育スケジュールに基づきカリキュラムを作成する。各授業の到達目標、方法、評価のポイントを定めた後、授業
担当者はシラバスの作成を行い、学科長、学校長の許可を得る。

《　成績評価　》
成績は前期・後期の終了前に、試験・課題・実技試験・出席状況・授業態度などを考慮し、授業担当者が定めら
れた各教科の評価ポイントに基づき成績を判定する。その後、学科長による授業担当者の評価確認を行い、最終
的には学校長の確認の元で単位認定を行う。
成績はオリエンテーション時に学生本人へ公表し、保護者へ郵送する。評価が悪い学生には教科担当の教諭より
指導がなされ補講・補修を行っている。
成績は以下のような5段階評価に基づく。
A=優秀　B=良い　C＝標準　D=不可(出席50％以上)   E=不可(出席50％未満)
GAP評価制度による客観的な評価については学内で行う。
ポイント変換：A=4  B=3  C=2  D=1  E=0
算出方法：(全教科の評価ポイントの合計）÷  総単位数 (履修登録単位の総数)
前期終了時と後期終了時にGPA評価を実施することで学習状況を把握する。

《　卒業認定　》
卒業の認定方針については年度開始前に行われるカリキュラム会議にて、各学科の特性、業界で必要とされる
知識やスキルを踏まえ卒業要件が決定される。
・卒業規定として学則に定める履修時間(卒業時1920時数)を履修していること
・94単位以上を取得していること
・学費を全納していること
なお、これらの卒業条件については学生と保護者へ入学時オリエンテーションにて案内している。

《　カリキュラム　》
カリキュラムについては、校長、キャリア長、学科責任者のもとで体系的に編成されている。
また、毎年見直しを行い、業界の動向に沿った形で改編し業界の求める人材ニーズに応えられる学生を育成して
いる。キャリア教育科目を1年次より導入し「働く観」の育成を図っている。
また、学科目標業界のセミナーを年に数回実施する事により、具体的な仕事の理解を促している。
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（２）　学科について

《　入学者数及び在学者数　》
令和5年度

修業年限 2年　（昼間部）
　全学科 入学定員 420名 入学者数 　　364名

総定員 840名 在学生総数 　　731名

《　教育課程　》

文化・教養専門課程            

《　学習の成果として様々なコンテストでの受賞　》

企業や団体などが主催するさまざまなコンペで、各学科の学生が高い評価を得て受賞しています。作品を世に出すことで
よりクオリティの高い作品をめざし、またデザインによる社会貢献にもつながっています。多くの受賞実績は、授業やコ
ンペを通じて着々と実力をつけていることの証です。

《　卒業者数及び卒業後の進路状況　》

基本就職に関して『人材セールス』の制度がある。担任がカウンセリングにより希望企業を確認し、就職課がその企業へ
アプローチし、インターンシップをお願いし、可能であれば就職へ結びつける。

令和4年度末（R5.3） 合計
卒業者数 271
関連分野就職者数 197
関連外分野就職者数 84

（３）　教職員

《　教職員数　》

令和5年度
専任 兼任 合計

教員 27人 53人 80人
職員   7人   0人   7人
合計 34人 53人 87人

《　教職員の組織及び専門性　》

教員については担当する学科、専攻、担当科目に応じて専門性の高い教員を採用している。採用後も資格対策
講座や業界セミナー、研修会への参加を積極的に促し教員のレベルアップを図っている。
それらに加えて、教員間の情報共有やコミュニケーションを円滑にする為に定期的に教員ミーティングプログ
ラムを実施している。
また、校長、キャリア長、学科責任者による授業オブザーブも行っている。これらによって授業内容や教授法に
ついて各学科や学校全体で把握するとともに授業担当者にフィードバックし授業改善に利用している。



（４）　キャリア教育・実践的職業教育

《　キャリア教育への取組状況　》

課題提出や発表を繰り返し行うことで達成感や成功・失敗体験を実感させ、その成功や失敗から学ぶことで
意義や役割および多様性を理解し、主体的に選択する能力を身につけさせています。
また、就職に対する体制として、主に「人材セールス」というキャリア専門スタッフと学科担当教諭によるダブル
サポートを行っております。学生の就職意識を高めるためにインターンシップや専門分野のアルバイトなど在学中
から現場を感じてもらえるよう心掛けています。

・1年次から就職指導の授業による指導（業界研究・面接指導・履歴書添削など）
・就職模擬面接の随時実施など就職課によるサポート
・資料閲覧や就職課スタッフによる進路指導の対応が可能な就職指導室の活用
・学校独自で企業を招き、就職業界セミナーの実施を通して学生の業界理解を推進する
・各学科による業界人や卒業生による講話の実施
・インターンシップによる職場体験の実施
・時間割の空きを利用し姉妹校の検定対策授業や語学などを選択することが可能

（５）　様々な教育活動・教育環境

《　教育活動　》

業界で活躍している講師による指導のもと幅広い知識や技術を習得し、業界が求める人物像を育成しております。
AO入学者は、夢の実現に向けて、将来の仕事を早期に決めていることを受け、入学前授業であるプレスクールを
行っています。プレスクール参加や課題提出など『2.5年教育』と称し、確実に実績を結びつけています。
業界ニーズの把握については、就職担当者を始め教科担当者が学科目標業界・企業に直接働きかけ、意見をヒア
リングし、キャリア長、学科責任者が、それぞれカリキュラムに反映させるようにしています。
また、講師会等を通じて学科ごとの目標と指導内容、指導方法、評価方法も明確にしています。さらに全教科の
授業１コマ毎のシラバスを「コマシラバス」と呼んで、目的・内容・到達目標を学科毎に、責任者に提出する体
制を整えています。授業シラバスについては、すべての科目について作成しています。
学生による授業評価は、前期と後期の年2回学生アンケートにより実施し、成績表を年2回送付しており、問題が
あれば保護者と連絡をとり改善に努めています。
「学外イベント」では、学生と業界関係者がイベント運営を行い、作品発表の機会を多く設け、対外的な活動を
積極的に行っています。

《　教育環境　》

実務からの経験と知識が備わっている人材を教員・講師として配置しております。
業界ニーズに合わせたカリキュラム構築の他、就職等の多様性から本学園の他学校や他学科の授業を受講できる
よう「FAシステム」や「エクステンション」を導入しています。
施設・設備は、実習教室を始めすべての教育環境の見直しを年１回行っています。設備投資に関しては、事業計
画（学校計画）に基づいて議論されます。教育理念と教育目標をそれを具現化したカリキュラムに沿った投資計
画でなければなりません。学校毎の協議を経て、最終的に「理事会」で決済承認されます。施設・設備の更新に
関しては計画を立て、進捗状況を把握して計画通りに進んでいる事を確認しています。

防災体制に関しては、学内で自衛消防団を組織し防災訓練を行うとともに、非常放送設備やスプリンクラー設備、
防火扉など非常時に備えた設備点検を法令に基づき年２回実施いたしております。音響・映像専門課程において、
設備や施設の整備は職業教育上、必要不可欠となります。最新の実務の知識を、教育内容に反映した教育を行う
ことが期待されていることから業界を見据えた設備設置も行っております。



（６）　学生の生活支援

《　学生支援への取組状況　》

・入学時オリエンテーションにて「学習の手引き」に沿って伝達、指導を行う。
　（受講上の注意、通学方法、アルバイト時間、指導、休暇、欠席遅刻連絡方法、単位取得、卒業の規定、研修
　　旅行、教育イベントスケジュールなど）
・学科担当者のスキルによってサポートにばらつきが出ないように、学生サポートチーム、リーダーを作った。
　出席関係の把握や学生面談などを行なっている。学生は学科の枠を超えて話しやすい教員に相談を持ちかけて
　いる。
・学期毎に学生アンケートを実施し、学びの状況や本人の周りの環境を把握し改善を図っている。
・カウンセラーによる相談窓口を設置しており、必要であればカウンセリングを受けられる。
・日本学生支援機構の奨学金（第1種・第2種・給付型）の説明や各種手続きなどの窓口として総合事務局を設置
　している。
・学習状況やアルバイト、進路相談など保護者と連携を取り学生の指導や支援を行うため保護者会の実施をして
　いる。（年に1～2回）

（７）　学生募集・納付金

《　学生募集　》

本校の学生募集活動では、学習内容・教育成果・卒業後の進路など正しい情報を分かりやすく伝えることに重点
を置いております。より本校へ理解を深めてもらった上で進路の決定をしてもらうため、オープンキャンパスや
体験入学、説明会をリモートに於いても開催いたしております。進学のミスマッチを防ぐよう、保護者へも積極
的に参加を勧めております。

《　学生納付金　》

令和5年度学費一覧

内訳 入学金 設備費 校友会費 前期授業料 後期授業料 1学年合計

◎分割納入の場合は入学金・設備費・校友会費・前期授業料の合計：739,000円を
指定日までにご入金下さい。指定日までにご入金下さい。

設備費 校友会費 前期授業料 後期授業料 2学年合計

◎分割納入の場合は設備費・前期授業料の合計：629,000円を
指定日までにご入金下さい。

※学費は一年分一括納入を原則としていますが、「授業料」のみ「前期（4月～9月）」「後期（10月～3月）」の
　2期に分けて納入する事も可能です。
※受験料・・・20,000円願書提出時に必要
※校友会特別奨学生の入学金は　全額免除

　　　　　　　　　 　　　　　　　  昼 間 部 1 学 年 次

全学科 100,000 239,000 10,000 390,000 390,000 1,129,000

　　　　  　　　　　昼 間 部 2 学 年 次 2年間総計

239,000 ー 390,000 390,000 1,019,000 2,148,000
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ÑŁïĂňũŔļŨķƌŽƉž¢Ķê�¢ř�ļŔśĶý£Ɵ¤WŚ:pŚrçřsŊŔĶVÉŇŖŚÁ§ŖŉŔŚr�¤WƟý£ūñWŉŔļŨķý£Ś:p

źƑƠƅřēŉŔśĶ\ÏùjūX�ŉŔļŨķ

ŹƝƇÈř�ļŔĶƚƕƠƅřťŨ�¥ĈGŁNľŔłŏķŏŐĶ}åūĚĽ�¥řŒļŔśĶĐ���Řŗū'½ŉĶ$��¥ÎŕæľŘŀőŏ�ĒūųƊƠ

ŉĶ_ßóěÎŕ�'řŘŨťĽ�^ŉŔļŨŚŁº¸ŕĻŨķ

áaò�

_ßc�ÞŚ_ßśĶVÉ]�ŚVÜ"ZĶV¼¸°řsŊŏ_ß²/���)ū�ľŔļŨķ�Ŗ_ß�mÞŁfřĆ�ū:ŧĶV¼Ś_ß²/ūź

ƑƠƅŋŨŖ?�řĶćÿŴůƁƞžĶV"�¥÷��ĶV"ČÝóěĶĘ�óě\ÏƟÍïóě\ÏƟ_ß���ĒřťŨV"ŴůƁƞžŘŗ_ß��ä�

ūí¾ÀřX�ŉŔļŨķĥh+ťŧX�ŉŔļŨ¥¿ĩĮĬīÎŕĶ=¢Ŗţř_ß¹ŁSgřŭƃƏŉŏķƌŽƗŭƛ¢ŕśŽƘƎųƍűţTÓ¡řØŁőŔļ

Ũķý£:pŚA�ÏŖŉŔĶóě;ě��ř>ŪŌĶ�ųƚŵƗƙƔū\ÏřƄƠƒP�ķręÉÁ�QŕţČ��¥ŕW�Ɵ�W�ŕ¤W:pŚŏŢŚ

\ÏùjūĶ·�ŕX�ŉŔļŨķĄV¹řŒļŔśĶ#e�âÞƟz×�âÞř\ŉhĒūąŊŔæ�ƟæùŚ�)ū�ľŨ�řťŧĶƌŽƉž¢Ťê�¢ŕ

śĶ�VÞř\ŉŔĶƥƤơū�HőŔļŨķ�řťŨ©e�^ƟV¼ŚųŰƞƀƚƞŷ�)ţ�ľŔļŨķK�Àř·�©eŉŏM>śĶ�ŁV¼6ŝY

křėôĆÔūäőŔĿŧĶ�¥řŒļŔļŅŘļV¼ŚæùŤ3�:pŁĖŉļV¼Śæ��)ţĐ����ū�qřX�ŉŔļŨķ�ûÞŖŚĆÔţ�

ūąŊŔ[ř:ŨťĽřŉŔĿŧĶ�ûÞ�Ķ�&ÃøÎūąŊŔYkŕŚƊƃŶŭƃƏ�)ŚźƑƠƅţäőŔļŨķ2¥¼Ł_ßŉŔļŨ�¥ðDūďç

éŉĶW�ÀřðDūäőŔwLū9ĕŉŔļŨķşŏĶ¢7�²/řĿļŔĶRńŚ2¥¼ŀŦV¢ŖŚØŁŧūc�ŋŨŭƏƝƠƂŁĻőŏķĭĪĭŘŗ�.

ř�ĽņŖŕĶ¢7�ÒÙŚ²t1ūćŢŔļłŏļķ



KÍŏŞW×�� �¾ď�

ŏŉŌōŞcþƂĴŴƑ�)Ƅ��űƒŽťƑ ŏ Ś ō Ō ŋ

ŏŉŌŎŞW×áĖƂĴŴƑ�)Ƅ��űƒŽťƑũ ŏ Ś ō Ō ŋ

ŏŉŌŏŞW×ƃòÊÞ�ļƂ_ŴƑ���)Ƅ��žūŽťƑũ ŏ Ś Ŝ Ō ŋ �B

ŏŉŌŐŞňW×ƃ�oëÕƔ�Ŧñ÷�)ƄŤƑũ ŏ Ś ō Ō ŋ

ŏŉŌőŞ�ĚüſĪ&Ƃ��ŲŽťƑũ ŏ Ś ō Ō ŋ

ŏŉŌŒŞ3¸×Ƈƃ���)ƄŤƑũ ŏ Ŏ ř Ō ŋ

KÍŐŞ�ÿÖN �¾ď�

ŐŉŌœŞ�čŘč�Ƅ�ÿ�xĆ}Ƃ2%_yžūƑƎŦ��űƒŽťƑũ ŏ Ś ō Ō ŋ

ŐŉōŊŞWQYúşƘƾƥǀƾƢƧƮşÇQâ�êƂŻťŽ2%Ɓ�ÿ�)Ɣ��ŲŽťƑũ ś ŝ ō Ō ŋ �B

ŐŉōŋŞĵÏƂ_ŴƑ�)Ƅ��űƒŽťƑũ ŏ Ś ō Ō ŋ

KÍőŞW×ƃ/ĺſ:Ů�ƒ �¾ď�

őŉōŌŞW×/ĺÆ.ƄşĪ¾ƂăƓƒŽťƑũ ŏ Ś ō Ō ŋ

őŉōōŞW×/ĺÆ.ƂŨťŽş�ÿ�²Ƅ¾ãƂ�ŧƏƒŽťƑũ ŏ Ŏ ř Ō ŋ

őŉōŎŞ�WīûƄşĪ¾ũŻ kƁKÍƂKżūăƁƓƒŽťƑũ ŏ Ś ō Ō ŋ

őŉōŏŞWíįƄUrƁƋƃſƁźŽťƑũ ŏ Ś ō Ō ŋ

¯´ƃW×/ĺÆ.ƃK¯ƄşWú#\ƿ�ÿ�²ƿ3¸uƃħĠƁƀƃ¾Ųť~LƔ%ũƐ¦Ŭ�ŧƑŰſƂĮūƔøťŽťƑŠƉŸşƎƐÉťÕĈƃƋſž

ħĠƔûŧŽƋƏŦŸƊƂƚǀƮƾƜƷƾƬƣƌē¥�ƔÍ�ŲŸƋƃƃşƠƽƪƃsľžö|��Zĉ�ƄƻƶǀƩƂƎƑĲ�ſƁźŽŲƉźŸŠŸŹşĩ�

žŤƑŰſžş±´Ū5ŲťI�ƃW×ƌ�ĚüŪÀġƂŕŗŖƂƎƑ�ņ�WƂ6,žūŸŰſžşħWƃƳƣƲƧƦƔĵŭŰſŪ$±ŸſûŧƏƒƑŠ�Mƌ

Ň´žƃē¥�ƄÎËŲŸŰſžşà�şW´ē¥Ɣ�Ŵ¼�ŪSƓƒŸŠŇ´ČAƋ�%Ƃ$±ƁťÓÄ�şHW×ƌ3¸×ƃÓÄƿĞµ·Xƃ9vÓ

ÄƁƀşŰƒƉžăƁźŽūŸmLÆ.ƋRūƁP1ƔƋŸƏŲŸŠ

�WīûƂŻťŽƄşŇêW´ƃĕ³©ƂĮūƔøūş�WĆŀƂŷƃ¤ċĢŲŽťƑŠ�W*�¸Ƃ�ťŽ�Whüſƃ§ĳƔčŮƑŰſžħĠƂ_Ŵ

ƑƳƣƲƧƦƄĵůŽťƑſ{ƓƒƑŠ

WíįƂŻťŽƄşÕ��şďę@�ƂŨťŽč�ƿ¼°ƿ	°Ɓƀƃ�ÿÖNƃõ�>�ƂxĆũŻUržŤƑũ]ęŲÂXŲŽťƑŠ

Āgď�

cþ��ƂŻťŽƄşƜƷƻƖ�rüŪşlĳƔĤųW#¸ē¥�ƌW×Ƈƃ�'�aƔY�ŲŽťƑŠƁŨşŋl½ƎƐƜƷƻƖ�åßƔ�Wåže�Ŵ

ƑƁƀ��ƃ���)Ɣ�ŧŽťƑŠW×Ū�ŧƑĘAŃƃĈÂƂ>ŮŽ�@â�ſŲŽŢƛƙƾƤƻƾƞƣƜƼţƔúvŴƑÑƂY�ŴƑƁƀşW×áĖ�

)ƃºìƂ¢š-+ŲŽťƑŠ¿ĦŌ¢ĳşwÕƛƙƾƤƺǀƃ�×Ƃ±ŽĿťŽşW×ƃwƃƟƖŪăŧƑĬdƔčøŲŽťƑŠ(ØüƄ¢Ƃ¢ƂOŧŽť

ƑÔÓŪŤƑŠ¯´žƄşW×ơƱǀƩƦǀƴ)ƔčŮş¢šƃW×ƃ$iÓÄşWúÓÄƔjƂ��ŴƑſ=§ƂşX®ƿ�X®žtƏƃW××ÆƂŨŮƑ

ŤƏƍƑáĖƂyųƑ�)Ɣ�ŧŽťƑŠWĝƃ��ť�ÅƃîũƁáĖ�)Ɣq1ŲşGũƏƃô�JƿĜ�JƃTWįƁƀƃŪ�YŲŸŰſžşòÊÞƁ

ļžƃģWüƄËbŲŽťƑŠ;æTWį)nƃW#¶#ƿ©ńƃ9ƐƉſƊƔY�ŲşTWį�rüƋj§ĭøŲŽťƑŠ

ƉŸşžūƑĶƐ`ı�ĄŪÝ�$±ƑƖƼƫƘƩƌƘƾƥǀƾƃï�ƿ�aƔăźŽťƑŠ�oëÕļƂŨťŽƄş¿lŋEƃX®�oĎ�ƔY�Ųş�o�

aƂ0ƊŽťƑŠW×ƃ�oƔ��ŴƑÑƂŢ��[ţƔčøŲŽťŽşġnƃÛÜƂŻťŽƄ_y$±Ƒ�)Ɣ�ŧŽťƑŠÚW×ƂŻťŽƄWĝşƖƼƫ

ƘƩş¢j×ÆşcþƁƀƃĘAŃƂŻťŽ��ŴƑÚW×�rüƔŨťŽťƑŠ

ĔQÆ.ƂŻťŽƄşƝƺƭÆ.şưƺƾƨƗƖÆ.ş;æă�Æ.Ɣ�TŲşW×ƃĀÝÞƁÆ.Ɣ�Ųş	ĳÞƁ�İſ!ƂW××ÆşW´×ÆƃÌğn

>�ƔFźŽťƑŠŸŹşƠƽƪäƂ�ťŽşW´ƌW×ŪhŴƑƘƯƾƩƁƀƇƃ6,Ū¹éƂËbŲşÌğťŬÆ.ƄăƓƒŽťƁťŠ

W×^ƂĴŲŽƄşW´`ØžƄƁťŪW×^�¬¸üƌ�łƃŨŮƑƲƾƢƹƾ� ¸üſ��ŲŽŨƐşĩĹIƃ�WhüƂ_yŲŽťƑŠ§ƂƄşW

×ơƱǀƩƦǀƴŪ^ƔČAŲşëÕ	ƔĤųŽW×ƃÓÄ��ƔăźŽťƑŠ

�Ěüſƃĥ�ƂŻťŽƄşWå�rüƔ�wƂş�Ěü�ƌ�¸�ņƔç¹ÞƂY�ŲŽťƑŠW´ƃĨCƌW×ÓÄƃ!¬ƔFźŽŨƐşxĆƂyųŽ

�Ěüſƃ�	ļĖƋY�ŲŽťƑŠŷƃó²ş�Ěü�6,üƃÌğnƄŇťſ{ƓƒƑŠ

3¸×��ſŲŽş¡3ü_ěÁ	~Lƃ��ƌħĠáĖƄĸ§Y�ŲŽťƑŠ
uƄş3¸×ƿH´×Ɣ_ěƂŢ´8�ţƃñ÷ƃÆ}1ƔFźŽťŰŦſ

ûŧŽťƑŠ

Āgď�

�čƿč�ƄşYú�[ƔVƊşŴƈŽƃ�ÿÖNƃćàŲƔlǃEăźŽťƑŠč��ĞƂĴŲŽƄş�¸ĊÙǁW´ĊÙǂƂKżťŽęėűƒƑŠ�ÿÕ

zƿ�ÿß»şŷƒƔ"Ô1ŲŸƛƻƜƸƺƴƂÃźŸ�ĞĊÙžƁŮƒƅƁƏƁťŠW´¿ƃ4ęƔòŽşªðÞƂŢÕ��ţžÂÊ�đűƒƑŠ�čƿč�

ƃ¨�ƂĴŲŽƄĊÙƔèŽşħ�ÓÄƔ��ŲŽĊÙĤƐƂħƕžťƑ�ƔãđŲŽşĊÙƃè¶ſY��)Ɣ�ŧŽťƑŠ

¸7Ɔ��®ĳſĥ�ŲƁŪƏşWQYúşƘƾƥǀƾƢƧƮşÇQâ�êƃ�)Ɣ��ƿY�ŲŽťƑŠ�¸ƿâ�êƃY�*uƂY�ĆŁşL?©ƁƀƔ

�$űŶşƛƻƸƜƸƺƴƌ;`�ƃß»ſƃ�<}ƔjƂãđŲŽťƑŠ
lũƏÚW)nƃ�YƔƞƼǀƮ��ž�ůşƠƽƪäƂƋĴƓƏŵşƖƵƻƛƌ

ĽGƇƃÚW×Ɣ�$žūŸŠƉŸşĒW�ÿƃĮĆ}ƔēūşƖƵƻƛſƚƾƺƘƾƂƎƑƝƺƣ'ƃĂ�Đƃ�¸ƔĲVŲŸŠ

ĵÏƂŻťŽƄö|§ƃ�)ƔÈĵùƃ4+ƃƋſşŢĀ�ÈĵķţƔñ÷1ŴƑſ!ƂşxĆƁ©ńƿ¼DƔX®Ð·ƿ��ŲŽťƑŠƁŨşŔŅ´āƂĴŲ

Žş£ýĻƃpÒžŤźŸŰſũƏşk�Ǆǆlǅ«Ƃý+�ğƔąŦýĻf�ƔăźŽťƑŠ

Āgď�



@İķĄ+ ��ù�

İħīĮķ�ė�¿řN�ŚĄ+@ÁśPQŊŔľťŠŚŖľŀťł ĭ Ĵ ī Ī ĩ

İħīįķ�ÖĲ0�ö¼ś�)łŒKaŘŠŚŖŘőŔľťł ĭ Ĵ ī Ī ĩ

İħīİķĄ+řŒľŔöÀ�Ńđ�říŘŨŦŔľťł ĵ Ĭ ī Ī ĩ

İħīıķĄ+lA�ĘŚ�"��śŕńŔľťł ĭ Ĵ ī Ī ĩ

@ıķ¤
ÓŚĒO ��ù�

ıħĬĨķ¤
ĸøá@ÓŚĒOŖđ�ŘĐ9ŃŘňŦŔľťł ĭ Ĵ ī Ī ĩ

ıħĬĩķ��lAřĚŊŔĸŎŚ�ăŚŏşŚTÔŃŖţŦŔľťł ĭ Ĵ ī Ī ĩ

ıħĬĪķêY¯�ĲêYù�ŚR�Ŗ7ģ¯Ś�8ř'şŔľťł ĭ Ĵ ī Ī ĩ

ıħĬīķêY¯�ĲêYù�ŚÞ�ũ�ĘŊŔľťł ĵ Ĭ ī Ī ĩ

@ĩĨķÈą´ ��ù�

ĩĨħĬĬķN�Ś�èć¬š�øũ!»ŊŏÈą´ũíŘőŔľťł ĭ Ĵ ī Ī ĩ

ĩĨħĬĭķN¹ŚƂƊƎŶŬū¦*ũJ(ĸ�~ŊŔľťł ĭ Ķ ĳ Ī ĩ �k

 ďĩ:ĸ.EŞŐœŅŤĐ*ř/&Ŋĸ¨y¦*/&ũíőŔľťĹŞŏĸ �ĸ�ç6šN¹Ś�gŕĸN�5ċŚ¨y¦*ũíľĸŏŜŇŚƃŭxŔŘŗ

ŚªVŖŖŠřîŚãôũ�ńłņŔľťĹŘŁĸz�Ś�¸ŖŊŔśĸä�ƁƐƄšĞSæ�øŘŗũ÷ŦĸH	¦*ũíĿŇŖŕĸżƋūžƋƐšƈźżƐ

ŰƌŷűŭƎŘŗũmāňōĸM�šĥĦæĸĞÆæŘŗŚÈ¿_æ�©Ńê±Śí°ŖŊŔwŀţŦťŢĿ�Nŕ1ŤÜŪŕľťĹ�ŊĸůƍŹÉř�ľ

Ŕĸ�ĺŘ¦*ŚêÙðþŃŘňŦŏŇŖķłţĸN�ŖŊŔŚÑ�¿ŘƂƊƎŶŬūŝŚ�~ÔũĀŋťŇŖŃ��ŔľŘľĹ

êYù�

N���ŕŚİ\Í]ŚĄ�³£Śr}ř'şŔľťĹ \ĸ$�Ėũ�ŌŇŖŕĸêYć�¡µũĥşĸ@�ĖÜ�ŦÓũíľPQŊŏN�¤�öũÂ

vŊŔľťĹĄ�@ÁŚPQũ �ŌťÂPŖŊŔŮƆŵŲƇžƍƐŚ|Ìũ/åřŊŔľťĹ�ė�¿Řô¯ŕĸ��Ćšø�sćŘŗŽųƉƎũuőŔ1Ť

ÜŪŕľŅfðŃĽťĹ0�ũ;ť�ŕĸN¹�Ś|ÌŃ0�řFńŅbĠŌťŇŖłţĸPQŊŏN¹�Ç�ŃĄ+@ÁŚƃŭƎŸřŘťŖiŨŦťĹ

�Ö?íśÝ·ēŕ×·Ŋĸ�Ö�ĥśĸfðŘËÂřŒľŔaútaæŃr}ŕńťŢĿÏĂ"]ŖŖŠřŲŴŶƄŃ�ØňŦŔŁŤĸČ�ĸ¾¹Ōť7ģ

Õoś�8Ń&ŀţŦĸ¶>Ś`ľŲŴŶƄřëőŔľťĹ�ÖřŒľŔśĸ3ÐòQřQşţŦŔľťĹ�Ö?íƏ�Ö×·ŲŴŶƄƏÏĂ"]řŒľŔś

Äa�ęŚRàũĉŞŀR�ňŦŔńŔŁŤĸ¶³ŕś«ĈľŅŠŚŕĽťĹ0�ªŃ¹ŋťŢĿŕĽŦŜĸ��Ćš�ìÝĆŘŗŚñÃŊũíľĸëjŚp

ÒŔũ;ťŇŖŕĸz�Đ9�Ś��4Ń¹ŋŘľŢĿřŊŔľťĹ�Öś§ĆŌťŠŚŕŘŅĸğðũ%ťŖľĿô¯řÒŐ�Ö?íũíőŔľťĹÎ·D¤�

Ś�ûöDřŢťÀ�śđ�R�ĸöÀ�ś \]R�ŊŔľťĹ¶ĢĖƏ¶ĖÓ�²Ə�òćºƏ<QćºŖĽť�ŕĸN�Đ9Ś@�ŖŘť¶ĢĖ

Ś*ńũ�½Ś`,�ġŖŊŔR�ŊŔľťĹŞŏĸ¤d��ÓũĉŞŀŔĸđ�ř �ňŦŔľťłũÇûŌťŏşĸ�ĺŚÀ�ŃŁŧŎłřŘţŘľŢĿN

�ö@ŖŚĎ�ũ;őŔľťĹÊÒN�¤ř@œŅĄ+ÿïŚ�ĘřŒľŔśĸ[nĪĮ\�ěĸÊÒN�¤ŚòÍřeľĸƁƐƄƀƐųŕ�ĘŊŔľ

ťĹ

êYù�

ß4�+WŃ¤
ĒOřŒľŔŚß4¿Ř×·řĽŏőŔŁŤĸN�řĚŨť¤
śEXřŨŏťŃĸ�\]ŢŤĤ7^ăDŖIÚŊĸ¤õĔÓĸ��Ř�

�śĜ�Äý2éŖŘőŔľťĹŞŏĸ3Ðí�vUšoĊėłţŚčÅŘŗśĸ3ēâř:óŊĸ5ÅŌťŖŖŠřĸĕðŘ��řŒľŔśThũ-ĂŊŔ

ľťĹ[nĩį\Ĭ�řĻſƊŭżŲƐƃƋŲƐļĸĻ��lAŚ1qľřŒľŔļũÔQŊŏĹN�Ś�"ŖŊŔśĻ��lA�ăò#ļũ�nŊĸ�ç6řTŊŔ

ü�ũR�ŊŏĹŞŏĸ�{»ŚĝŖ�\]ř�ņťĀZIÚŚĝśĸĻ��lA1qľřŒľŔŚ1Ť¢şļũ�ŨŊĸ��lAŚ®¥ĸÛGĸ�ŉŪŃ

ŘňŦŘľŇŖũÇûŊŔľťĹ¤��řůƎſƊŭūƎŴL6ũøņĸ�ç6Ń3ÐŻƊŴƅƎŸTÔřT�ŕńšŌľçB¸Cũ�ŀŔľťĹ

êY¯�ƏêYù�ś[nĪĬ\]łţR�ŊŔŁŤĸ \íĿ�ŕ¯�ù�ũ�8řcÒŔŔľńŏľĹêY¯�ƏêYù�Þ�řŒľŔśĸN=ƁƐƄ

ƀƐųŕ�ĘŊŔľťĹ

êYù�



�	�
���������������������������

ÎMX¿ÆNÄgÎ=l^�uØ�²]pÜõÏ=l¨�è·Þô¤>Ø`áè§ÙòõíÝáÐ

ÎjlèbÕäêÏ=l¦�ö�ä^�w�ö âä&óíÝáÐ=l·��ð���×òé¨�ö(Ùô��ê
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（1０）　事業報告・その他

《　事業報告書　》
令和5年3月31日

　○  新型コロナウイルス感染拡大による世情
　　　コロナ禍に於いて、3年間、イベントの中止や延期などの要請が日本政府から出され、教育に於いても
　　　授業の休学など、これまでにない厳しいものであった。経済活動も大幅な落ち込みと外出自粛となった
　　　が、これまでと異なり、リモートによる授業の活用に繋げること等、負の面ばかりでもなかった。

　○  学生募集状況
　　　高校ガイダンスや会場ガイダンスもコロナ禍により、中止になるケースが多く見られたが、徐々に各ガイ
　　　ダンスも復活し、対面での開催が増えてきている。そのような状況で行なったリモートによる説明会は盛
　　　況で、普段、会場などでは一方的に説明を聞く側の高校生から、多くの質問が浴びせられ、逆に学校の
　　　ことを理解して貰えたようである。
　　　学生募集状況は、4校ともに順調に推移し、前年並みの入学者数を迎えることができた。

　○  設備投資
　　　学内ネット環境の整備、PCハード・ソフトの入替、マンガ学科・韓国語学科・CG映像学科・愛玩動物
　　　看護学科など教室の美装を進めるとともに、各教室に空気清浄機を導入、空調の入れ替え、換気扇の改修
　　　などコロナ対策と繋がる設備投資が多くを占めている。
　　　PC系については、半導体不足により導入が大幅に遅れたという例年にない年でもあった。

　○  業界EXPO開催
　　　コロナ禍であり、リモートを中心とした学内開催のイベントに変更した。企業の方々も安心感を得られて　　
　　　おり、学生たちも個々にアピールできる時間が設けられ、有意義なイベントとなった。
　　　全国姉妹校間での系統別開催となったことで、企業の方への負担も軽減できたと思われる。

　○  アメリカに語学堂を設立、韓国の大学との提携
　　　Adachi学園グループの取組みとして行なっている留学制度については、新型コロナの影響で出入国の規制
　　　がなされる中、アメリカや韓国の留学も行われた。
　　　なお、新年度には更に積極的に取り組む動きが出てきている。

　●  九州デザイナー学院
　　　産学連携の強化（職業実践専門課程）
　　　学科を越えたコラボレーションや企業との連携を強め実践力を高めていく。学生募集の現状に合わせて
　　　入学募集定員を増やした。

　●  九州ビジュアルアーツ
　　　社会環境の変化に伴った教育の柔軟変化急速変化・成長する社会環境の中、教育機関九州ビジュアルアーツ
　　　も常に加速変化・成長。東京・芸能プロダクションとの産学協同「クリエイティブWEB発信プロジェクト」
　　　始動。今後は基礎学習のm-ラーニング化と多言語化に取り組む。

　●  九州スクール・オブ・ビジネス
　　　愛玩動物看護学科3年コースを新設
　　　動物看護師の国家試験開始を受け、3年コースを新たに開設するとともに新たな文化・教養分野に設置目的
　　　を追加する。卒業生についても国家試験受験可能なように申請を行う。

　●  九州観光専門学校
　　　業界でアイディアを出せる人材育成。「創造・想像」獲得のためのカリキュラム・教育イベントへ転換。
　　　留学生の夢を叶える他校にはないカリキュラム。韓国語学科に於いては、韓国の複数の大学との提携により
　　　留学生として送り出している。



《　職業実戦専門課程認定学科　》

職業実践専門課程における認定学科一覧

　○  九州デザイナー学院 　○  九州ビジュアルアーツ
グラフィックデザイン学科 写真学科
インテリアデザイン学科 放送・映画学科
イラストレーション学科 CG映像学科
ゲーム・CG学科 音響学科
マンガ学科 声優学科

俳優学科

　○  九州スクール・オブ・ビジネス 　○  九州観光専門学校
ビューティービジネス学科 ブライダル学科
ペットビジネス学科 エアライン学科
フラワービジネス学科 スイーツ&カフェ学科

ホテル学科
鉄道サービス学科

　　　　以上　4校　19学科

《　理事・役員名簿　》

令和5年4月1日現在（定員数　理事9名　監事2名）

　理事長　　安達　暁子
　理　事　　田坂　広志
　理　事　　安井　慎治
　理　事　　大鴨　國雄
　理　事　　植田　宏美
　理　事　　加藤　尚美
　理　事　　伊庭野　基明
　理　事　　高橋　奈帆
　理　事　　清水　禎徳
　監　事　　髙野　善生
　監　事　　松本　拓生


